令和６年度事業報告
令和６年7月1日から令和７年６月３０日まで
事業実施の方針
　・総会にて可決された事業を確実に実施できるよう注力した。
　・定款第5条①鍼灸・あマ指による地域支援を向上するための事業
　・定款第5条④地域支援をする鍼灸師・あマ指師への情報発信と交流のための事業（令和５年度より継続）
事業の内容
1． 鍼灸師・あマ指師による地域支援を向上するための事業
大規模災害の被災者に対する鍼灸・マッサージによる健康支援活動として、令和６年能登半島地震にて、石川県内において被災地の住民と支援者（役所職員や社協、ボランティア活動者、等）に対してる鍼灸・マッサージによる健康支援活動を行った。
1 輪島市門前町における支援活動
・シャンティ国際ボランティア会と連携して、七浦公民館にて被災地住民に対する健康支援活動を行った。
・輪島市門前総合支所において、市役所職員や外郭団体に対する健康支援活動を行った。
・輪島市門前町における住民サロン活動に参加した。
2 珠洲市における支援活動
・珠洲市ささえ愛センター、ピースウインズジャパン珠洲事務所と連携して、珠洲市生涯学習センターにて避難者に対する健康支援活動を行った。
・珠洲市役所職員に対する健康支援活動を行った。
・通傳剛孝先生（通傳鍼灸接骨院院長：珠洲市在住）を現地スタッフとして雇用、支援活動員として訓練した。
2． 鍼灸師・あマ指師の学術向上を目的とする事業
鍼灸師・あマ指師のための傾聴研修
支援者のためのスピリチュアルケア研修を１１月1７日に京都経済センターにて開催した。（講師：的場康徳氏　対人援助・スピリチュアルケア研究会理事長）
3． 地域社会のために鍼灸・あマ指と他業種の連携を促進する事業災害対策研修
1 災害対策研修
日本鍼灸師会近畿ブロック長を対象に、ビデオ教材を3月3日に作成した。
・【近畿圏域鍼灸マッサージ災害対策研修．１】近畿の災害について（京都大学：牧紀男先生）
・【近畿圏域鍼灸マッサージ災害対策研修．３】災害時ボランティアへ患者さんが快く送り出してくれる治療院づくり（チークアップラボ青木千絵先生）
・【近畿圏域鍼灸マッサージ災害対策研修．２】災害時におけるスピリチュアルケア（鹿児島大学大学院的場康徳先生／日比泰広）
2 地域保健・医療・福祉分野との連携のための事業
フードバンク「eこころステーション」代表者と、フードバンクにおける鍼灸マッサージ活動について、再開に向けた会議を行った。
3 災害医学会参加事業
第３０回災害医学会学術集会名古屋大会（3月６日～８日）にて、「全国鍼灸マッサージ協会」、「はり灸レンジャー」と連携し、「鍼灸マッサージ体験ブース」を設営。来場者に対して施術を行い、啓蒙に努めた。

4 災害情報共有のためのITツール作成
日本災害鍼灸マッサージ連絡協議会（JLCDAM）災害鍼灸マッサージ可視化ツールとしてのデータベースサイトをブラッシュアップした。
5 メールマガジン、専門学校等へのメール連絡にて、能登半島地震支援参加者募集を行った。
6 のぼり幡の製作
支援活動や体験ブースにて利用するのぼり幡を5枚（ポール・台座つき）で作成した。
4． 地域社会のために鍼灸・あマ指と他業種の連携を促進する事業
1 ホームページ管理
「オフィス藍」の廣岡いずみ氏に依頼し、ホームページを管理・運用し、情報発信に努めた
2 災害NPOネット幹事会参加
京都府の災害支援連絡会議「災害時連携NPO等ネットワーク」の幹事会に参加、災害時の具体的な官・公・民連携について話し合った。
3 関西そなえ隊定例会参加
大阪府を中心とした災害時企業連携「関西そなえ隊」の定例会研修と懇話会に参加した。
5． その他目的を達成するために必要な事業
1 助成金実務（申請・報告・精算）等
JR西日本あんしん社会財団（２０２５年度活動助成、
中央共同募金会（第５期、第８期）に助成金の申請を行った。
2 理事会
令和６年度事業の進捗の確認や、令和６年能登半島地震・令和６年奥能登豪雨の支援について、理事会を開催して具体的な支援活動を計画した。
3 総会
令和６年度通常総会を７月２１日に開催した。

